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新
体
制
の

　
　
農
業
委
員
会
が

　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
令
和
５

年
７
月
24
日
か
ら
新
た
な
農
業

委
員
24
名
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
22
名
、
合
計
46
名
に

よ
る
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

新
任
期
は
、
令
和
８
年
７
月

23
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
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７
月
24
日
農
業
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
改
選
に
よ
り
、
会
長
職
務
代

理
者
と
し
て
の
選
任
を
受
け
、
日
増

し
に
職
責
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
役
割
と
し
て
、
農

地
政
策
の
遂
行
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

食
料
の
生
産
基
盤
で
あ
る
農
地
が
先

祖
代
々
引
き
継
が
れ
、
生
活
のい

し
ず
え

礎
と

し
て
守
り
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
に
お
け
る
農
産
物
の

価
格
低
迷
、
国
際
的
な
政
情
不
安
定

に
よ
る
燃
油
や
飼
料
、
肥
料
の
高
騰

に
よ
っ
て
農
業
経
営
も
か
つ
て
な
い

ほ
ど
に
厳
し
く
、
後
継
者
不
足
や
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
で
離
農
す

る
農
家
の
増
加
に
よ
る
遊
休
農
地
化

が
深
刻
で
あ
り
ま
す
。
食
料
の
安
定

供
給
と
自
給
率
を
上
げ
る
た
め
、
遊

休
農
地
の
解
消
と
効
率
的
な
農
地
の

有
効
利
用
を
目
指
し
た
、
地
域
計
画

お
よ
び
目
標
地
図
の
作
成
に
農
業
委

員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
農

業
委
員
会
と
し
て
の
成
果
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
微
力
な
が

ら
各
々
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
会
長
を

補
佐
し
責
務
を
全
う
す
る
決
意
を
申

し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

栗
原
市
農
業
委
員
会
の
改
選
に
よ

り
、
農
業
委
員
に
再
度
任
命
を
受
け

る
と
共
に
、
新
た
に
会
長
の
職
責
を

担
う
こ
と
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
般
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て
新

た
に
９
名
の
農
業
委
員
及
び
12
名
の

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
交
代

し
、
新
体
制
の
も
と
、
地
域
農
業
の

振
興
と
農
業
経
営
の
理
念
を
基
に
農

業
行
政
の
一
助
を
資
す
る
よ
う
努
め

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
が
重
点
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
「
農
地
利
用
の
最

適
化
」
の
推
進
は
喫
緊
の
課
題
で
、

特
に
稲
作
に
お
い
て
経
営
者
の
高
齢

化
と
担
い
手
不
足
は
顕
著
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
解
決
策
と
な
り
得
る
農
業

経
営
基
盤
促
進
法
の
改
正
に
よ
り

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が
「
地
域
計

画
」
に
名
称
を
変
え
て
法
定
化
さ
れ

ま
し
た
。
農
業
委
員
会
と
し
て
は
地

域
計
画
に
お
け
る
「
目
標
地
図
」
の

素
案
作
成
に
向
け
、
農
業
委
員
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
連
携
し
、

各
地
域
の
説
明
会
に
出
席
し
て
農
地

の
出
し
手
と
受
け
手
の
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
後
10
年
先
の
目
指

す
べ
き
農
業
の
姿
に
向
け
真
剣
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
体
制
の
中
で
、
農
業
委
員

会
事
業
が
円
滑
に
運
営
出
来
る
よ
う

委
員
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
農
家
皆
様
の
特
段
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

吉
よし

田
だ

　優
まさとし

俊
（ 栗  駒 ）

☎（45）3891

会　長

　三
み

浦
うら

　　栄
さかえ

　
（ 一  迫 ）

☎（54）2644

会長職務代理者

就
任
の
ご
挨
拶

委員改選後初総会の様子
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで。　☎（42）1239

佐
さ さ き

々木 進
すすむ

 
（ 若 柳 ）

☎ 32-5755
※新任

米
よねやま

山　嘉
よしひこ

彦
（ 瀬 峰 ）

☎ 38-3583

氏
うじいえ

家　優
ゆういち

一
（ 築 館 ）

☎ 22-9013
※新任

鈴
すず

木
き

　　伸
しん

（ 若 柳 ）
☎ 32-5872

※新任

佐
さ さ き

々木 耕
こう

太
た

郎
ろう

（ 高清水 ）
☎ 58-3188

千
ち だ

田　公
きみゆき

之
（ 金 成 ）

☎ 090-3369-5520
※新任

尾
お

形
がた

 陽
よういちろう

一郎
（ 志波姫 ）
☎ 22-5767

三
み

浦
うら

　正
まさかつ

勝
（ 一 迫 ）

☎ 54-2075

鈴
すず

木
き

　和
かず

子
こ

（ 若 柳 ）
☎ 33-2100

岩
いわぶち

渕　 弘
ひろし

 
（ 栗 駒 ）

☎ 45-4112

氏
うじいえ

家　勝
かつ

子
こ

（ 志波姫 ）
☎ 25-2472

菅
すがわら

原　勝
かつひろ

宏
（ 栗 駒 ）

☎ 47-2030

髙
たかはし

橋　 寛
ひろし

 
（ 栗 駒 ）

☎ 45-3644

　三
み

浦
うら

　俊
しゅんすけ

輔　  
（ 花 山 ）

☎ 56-2170
※新任

大
おおさわ

沢　純
じゅんか

香
（ 栗 駒 ）

☎ 45-4560

髙
たかはし

橋　榮
えいいち

一
（ 金 成 ）

☎ 42-1973

曽
そ ね

根　金
かね

雄
お

（ 築 館 ）
☎ 23-6209

曽
そ ね

根　香
か よ

代
（ 築 館 ）

☎ 23-8373
※新任

菅
すがわら

原　昌
まさゆき

行
（ 志波姫 ）
☎ 22-5688

※新任

髙
たかはし

橋　文
ふみひこ

彦
（ 一 迫 ）

☎ 52-3870
※新任

山
やま

田
だ

 善
ぜん

太
た

郎
ろう

（ 鶯 沢 ）
☎ 55-3374

※新任

佐
さ

藤
とう

　 勝
まさる

 
（ 金 成 ）

☎ 42-2657

　
主
に
総
会
で
の
議
案
審
議
の
ほ
か
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
連
携

し
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約

化
、
遊
休
農
地
対
策
な
ど
、
農
地
利

用
の
最
適
化
の
推
進
に
取
組
み
ま
す
。

農
業
委
員
の

　
　
　
　
紹
介

　
　
　
　
　

 

（
議
席
順
） 
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三
み

浦
うら

　勇
ゆういち

市
（ 花 山 ）

☎ 56-2407

菅
すがわら

原　德
とくよし

嘉
（ 鶯 沢 ）

☎ 55-3742
※新任

千
ち ば

葉　大
ひろ

貴
たか

（ 栗 駒 ）
☎ 45-4562

※新任

佐
さ

藤
とう

　憲
けんいち

一
（ 栗 駒 ）

☎ 45-1895

安
あんどう

藤　康
こう

太
た

（ 栗 駒 ）
☎ 45-4336

髙
たかはし

橋 美
み ち え

智江
（ 志波姫 ）
☎ 25-2251

※新任

相
そう

馬
ま

　香
か

織
おり

（ 志波姫 ）
☎ 22-1814

※新任

菊
きく

地
ち

　拓
たく

弥
や

（ 金 成 ）
☎ 090-7327-6358

※新任

小
お

野
の

寺
でら

 栄
えいえつ

悦
（ 金 成 ）

☎ 44-2378

鈴
すず

木
き

　善
よしのり

典
（ 若 柳 ）

☎ 32-5879
※新任

鈴
すず

木
き

　総
そう

司
し

（ 若 柳 ）
☎ 33-2249

※新任

佐
さ

藤
とう

　克
かつあき

明
（ 若 柳 ）

☎ 32-5508
※新任

佐
さ さ き

々木 貞
ていいちろう

一郎
（ 若 柳 ）

☎ 32-4607

小
お の

野寺
でら

 義
よしゆき

幸
（ 瀬 峰 ）

☎ 38-2875
※新任

遊
ゆ さ

佐　誠
まさよし

義
（ 一 迫 ）

☎ 52-2166
※新任

千
ち ば

葉　律
りつ

雄
お

（ 一 迫 ）
☎ 52-2726

佐
さ

藤
とう

　 均
ひとし

 
（ 一 迫 ）

☎ 52-2305
※新任

鎌
かま

田
だ

　英
ひでとし

利
（ 高清水 ）
☎ 58-3070

及
おいかわ

川  正
しょういち

一 
（ 高清水 ）
☎ 58-2293

曽
そ ね

根　 茂
しげる

 
（ 築 館 ）

☎ 23-8883

鈴
すず

木
き

　孝
たか

夫
お

（ 築 館 ）
☎ 22-4877

菅
すが

原
わら

　勝
かつひろ

弘
（ 築 館 ）

☎ 23-8696
※新任

　
主
に
農
地
の
出
し
手
と
受
け
手
の

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
現
場
で
の
活
動
を

行
い
、
農
業
委
員
と
連
携
し
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農

地
対
策
な
ど
、
農
地
利
用
の
最
適
化

の
推
進
に
取
組
み
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
紹
介

　
　
　
　
　

  

（
委
嘱
順
） 
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☆ 各地区の担当を紹介します ☆
　農地を『貸したい（売りたい）、借りたい（買いたい）』など農地に関する
ことや農業者年金への加入は、各地区の担当農業委員・農地利用最適化推進
委員または農業委員会事務局までお気軽にご相談ください。

築館地区

◎曽　根　金　雄

上町、南町、中町、西町、北町、
下町、東町、伊豆一区、伊豆二区、
駅前、坂下、館下、赤坂、成田、
佐野、萩沢、高森

◎曽　根　香　代
○曽　根　　茂
○菅　原　勝　弘

下萩沢、上照越、中照越、下照越、
蟹沢、八沢、横須賀、太田

◎氏　家　優　一
○鈴　木　孝　夫

秋山、本木、八幡町、宮野上町、
宮野下町、留場北、留場南、芋埣、
花の木、大堀、黒瀬、沖富、根岸

若柳地区
◎鈴　木　　伸 三田鳥、有賀、上在、町舘、下在
◎佐々木　　進 大林１、大林２

○佐々木　貞一郎
福岡、新町１、新町２、北浦、
中町、元町１、元町２、元町３、
片町１、片町２

〇鈴　木　善　典 大袋、荒町、並柳、十文字、
我門、北二股

○佐　藤　克　明
新山、上町、南大通、下町１、
下町２、八木、川原、南二又、
大目、新田

○鈴　木　総　司 大畑、峯、内谷川、かけ
◎鈴　木　和　子 米ヶ浦１、米ヶ浦２、多賀

栗駒地区

◎吉　田　優　俊 耕英、滝ノ原、日照田、馬場、
三丁、若木

○佐　藤　憲　一
茂庭町、六日町、八日町、四日町、
東方区、下小路、上小路上、
上小路下

○千　葉　大　貴 中野上、中野下、上野、
猿飛来上、猿飛来下

○安　藤　康　太 里谷、深谷、鳥沢下、鳥沢北、
鳥沢南

◎菅　原　勝　宏 荒砥沢、新田、角ケ崎、川東、
川西、山口、中文字、下文字

◎大　沢　純　香 高松、清水田、宝領、大鳥西、
大鳥中、大鳥東

◎岩　渕　　　弘 八幡、桜田上、桜田下、菱沼、
栗原根岸、栗原沖

◎髙　橋　　　寛 芋埣、渡丸、泉沢、田高田、
町田、西田

高清水地区

○及　川　正　一 １区、２区、３区、４区、５区、
６区

○鎌　田　英　利 ７区、８区、９区、10 区
◎佐々木　耕太郎 11 区、12 区、13 区

一迫地区
◎髙　橋　文　彦 南沢、大館、竹の内、曽根

○遊　佐　誠　義 本町、中町、荒町、清水二、
姫松南沢

○佐　藤　　均 清水一、保呂羽、輝井、八幡、
高橋下、高橋上

◎三　浦　　栄 嶋躰、清水目、東町、金田中町、
新町、滝野、川北、大崩

◎三　浦　正　勝 荒町下、荒町上、大川口上、
大川口下

○千　葉　律　雄 本沢、一本松、狐崎一、狐崎二、
畑、片子沢

瀬峰地区

◎米　山　嘉　彦
○小野寺　義　幸

野沢、泉谷、下荒町、上荒町、
牛渕、川前、上富、下富、
宮小路原、藤田、下田、
下藤沢、瀬嶺、新田沢、中藤沢、
上藤沢、小深沢

鶯沢地区

◎山　田　善太郎
秋法上、秋法下、八沢、日向、
堰根

○菅　原　德　嘉 駒場上、駒場下、袋

金成地区

○菊　地　拓　弥 宇南、沢辺上、沢辺下、姉歯上、
姉歯下、梨崎下沢辺、小堤

◎髙　橋　榮　一 南１、南２、東、大原木
◎佐　藤　　勝 北、畑１、畑２、小迫、岩崎平形

◎千　田　公　之

有壁１（主）、有壁２（主）、
有壁３（主）、末野、藤渡戸、
赤児、普賢堂、上片馬合（主）、
下片馬合（主）

○小野寺　栄　悦
有壁１（副）、有壁２（副）、
有壁３（副）、上片馬合（副）、
下片馬合（副）

　　　　　　　　　　　　　　　　　※（主）は主担当、（副）＝副担当

志波姫地区
〇相　馬　香　織 宮中、山の上
◎尾　形　陽一郎 里、新田、南
◎菅　原　昌　行 北、上、中、下、城内、町
〇髙　橋　美智江 十文字、橋本、熊谷
◎氏　家　勝　子 荒町、大平、間海

花山地区

○三　浦　勇　市 宿、程野、小豆畑、天ケ沢、
座主、花山沢、北ノ前

◎三　浦　俊　輔 荒谷、大笹、上原、松ノ原、金沢、
中村、浅布

◎農業委員　　○農地利用最適化推進委員

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで。　☎（42）1239



　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
水
稲
等
作

柄
状
況
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
９
月
１
日
に
市
内
16
箇
所
を
、

栗
原
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
新

み
や
ぎ
栗
っ
こ
い
わ
で
や
ま
統
括
営
農
セ

ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
、
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
田
植
期
後
の
朝
晩
に
気
温
の

低
い
日
が
続
き
、
苗
の
活
着
が
遅
れ
た
ほ

場
が
あ
り
ま
し
た
が
、
６
月
以
降
は
好
天

に
恵
ま
れ

て
回
復
傾

向
と
な
り
、

い
も
ち
病

の
発
生
は

見
ら
れ
ず
、

お
お
む
ね

平
年
並
み

と
見
込
ま

れ
ま
す
。
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込み・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（42）1239

　
　
　
　
　
　
　

去
る
８
月
９
日
、
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
連
携

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

今
回
、
初
め
て
農
業
委
員
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
６
年
間
に
わ
た
り
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
務
め
て
き

ま
し
た
の
で
大
体
の
こ
と
は
把
握
し
て
い

る
つ
も
り
で
し
た
が
、
今
回
の
連
携
会
議

で
農
業
委
員
会
の
業
務
内
容
、
農
地
中
間

管
理
事
業
等
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
、

農
業
委
員
の
仕
事
を
再
認
識
す
る
と
同
時

に
改
め
て
職
責
の
重
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
農
業
は
高
齢
化
に
伴
う
離
農
の

増
加
に
加
え
、
担
い
手
不
足
が
重
な
り
先

行
き
不
透
明
な
状
況
に
陥
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
農
業
委
員

会
で
は
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
人
・
農

地
プ
ラ
ン
を
基

に
10
年
後
を
見

越
し
た
地
域
計

画
の
目
標
地
図

を
作
成
し
実
行

し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。

８月９日（水）金成庁舎特別会議室

農
業
委
員

　

 

氏　

家　

優　

一

■農業委員・農地利用最適化推進委員連携会議

　

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
栗
原
志
波

姫
店
駐
車
場
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
た
、

２
０
２
３
栗
原
市
民
ま
つ
り
に
栗
原
市
農

業
委
員
会
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
中
止
も
あ
り
、
参

加
は
４
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
が
、「
農

地
・
農
家
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
、

農
家
相
談
、
農
業
者
年
金
相
談
と
Ｐ
Ｒ
、

全
国
農
業
新
聞
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
農
産
物
の
魅
力
や
地
産
地

消
に
つ
い
て
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
い
た
方
へ
「
栗

原
産
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
と
パ
プ
リ
カ
」
と
、

そ
れ
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

　

来
場
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
「
い
ろ
ん
な

レ
シ
ピ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
作
っ
て
み
ま

す
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
、
相
談
コ
ー

ナ
ー
と
合
せ
て
大
好
評
で
し
た
。

水稲等作柄状況現地調査を実施！
調　査　地 作柄見込 調 査 品 種

築 館 地 区
やや不良 つ や 姫
平年並み だ て 正 夢
平年並み ひ と め ぼ れ

若 柳 地 区 平年並み サ サ ニ シ キ
やや不良 ひ と め ぼ れ

栗 駒 地 区 平年並み ひ と め ぼ れ
高清水地区 平年並み つ や 姫

一 迫 地 区 平年並み ひ と め ぼ れ
やや不良 ひ と め ぼ れ

瀬 峰 地 区 や や 良 萌 え み の り

金 成 地 区 平年並み つ き あ か り
や や 良 萌 え み の り

鶯 沢 地 区 平年並み ひ と め ぼ れ

志波姫地区 平年並み ひ と め ぼ れ
平年並み 大豆（タンレイ）

花 山 地 区 平年並み ま な む す め
※作柄は調査ほ場の見込みであり、各地区全体を示すものではありません。

2023栗原市民まつりに参加しました！

調査を行っている農業委員

８月26日（土）
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農地パトロール・利用意向調査の実施

令和５年度農業委員会総会開催予定（下期）

農業委員会審議状況

　

遊
休
農
地
の
把
握
と
発
生
防
止
、
農
地

の
違
反
転
用
の
発
生
防
止
な
ど
の
た
め
、

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル（
利
用
状
況
調
査
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
作
付
け
さ
れ
て
い
な
い

ま
た
は
適
正
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
な

ど
、
遊
休
農
地
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
農
地
の
耕
作
者
（
所
有
者
）
に
対
し
、

12
月
上
旬
頃
に
「
利
用
意
向
調
査
書
」
を

発
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
法
の
許
可
を
受
け
ず
に
宅

地
等
と
し
て
利
用
し
て
い
る
農
地
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
、該
当
農
地
の
所
有
者（
使

用
者
）
へ
通
知
し
ま
す
。

◎
農
地
を
所
有
し
て
い
る
方
へ
の
お
願
い

　

遊
休
農
地
は
、
病
害
虫
発
生
を
助
長
し
、

有
害
鳥
獣
の
隠
れ
場
所
に
な
る
な
ど
、
近

隣
農
地
や
住
民
の
方
々
に
大
変
な
ご
迷
惑

と
な
り
ま
す
の
で
、
適
正
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

耕
作
が
難
し
い
方
、
将
来
の
維
持
管
理

に
不
安
が
あ
る
方
は
、
お
近
く
の
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
・
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
利
用
意
向
調
査
と
は
…

　
遊
休
農
地
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
農
地
の
耕
作
者
（
所
有
者
）
に
対
し
、
次

の
と
お
り
今
後
の
農
地
利
用
に
つ
い
て
の
意

向
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
①
農
地
中
間
管
理
事
業
に
貸
付
す
る

　
②
担
い
手
な
ど
、
他
者
に
貸
付
す
る

　
③
自
分
で
耕
作
す
る

　
④
草
刈
管
理
を
行
う

　
（
ほ
場
条
件
が
悪
く
作
付
け
困
難
な
場
合
な
ど
）

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
申　請
期　日 １０日（火）１０日（金）１１日（月）１０日（水）１３日（火）１１日（月）

総　会
開催日 ２７日（金）２８日（火）２６日（火）２９日（月）２７日（火）２７日（水）

農業委員会事務局　４２- １２３９
築 館 総 合 支 所　２２- １１１４
若 柳 総 合 支 所　３２- ２１２４
栗 駒 総 合 支 所　４５- ２１１４
高清水総合支 所　５８- ２１１３
一 迫 総 合 支 所　５２- ２１１４
瀬 峰 総 合 支 所　３８- ２１１４
鶯 沢 総 合 支 所　５５- ２１１４
金 成 総 合 支 所　４２- １１１４
志波姫総合支 所　２５- ３１１４
花 山 総 合 支 所　５６- ２１１４

【
相
談
予
約
・
お
問
合
せ
先
】

事前予約のお願い！（申請・届出・相談など）
　総会開催時は担当者が不在となります。また、申請や
届出・相談（農地転用・権利移動、非農地証明など）の
お客様で窓口が混み合い、長時間お待ちいただくことが
あります。
　大変お手数ですが、農業委員会事務局または各総合支
所市民サービス課産業建設係に「事前予約」のうえご
来庁いただきますようご協力をお願いいたします。

※諸事情により、申請期日及び総会開催日が変更となる場合があります。

農地法第３条
農地の

賃貸借・売買等

農地法第４条
自己所有地を
転用する場合

農地法第５条
権利を設定・移動
して転用する場合

農用地利用集積計画
認定農業者等への

賃貸借・売買等

非農地証明
使用されている土地
について農地でない

ことの証明

3月 31件 （132,461.00㎡） 0件 　（0.00㎡） 6件 （5,950.79㎡） 142件 （1,181,496.00㎡） 5件 　（5,762.00㎡）

4月 52件 （187,502.12㎡） 2件 （435.00㎡） 18件 （2,163.14㎡） 71件 　（647,763.00㎡） 9件 （17,825.00㎡）

5 月 34件 （129,651.47㎡） 0件 　（0.00㎡） 17件 （6,053.35㎡） 21件 　（127,770.00㎡） 10件 （20,244.00㎡）

6 月 24件 　（81,822.17㎡） 1件 （518.00㎡） 9件 （3,752.54㎡） 18件 　（116,766.00㎡） 8件 （11,987.64㎡）

7 月 16件 　（72,714.74㎡） 0件 　（0.00㎡） 10件 （5,696.26㎡） 8件 　　（78,003.00㎡） 9件 （11,263.00㎡）

8月 17件 （161,898.99㎡） 0件 　（0.00㎡） 10件 （2,817.34㎡） 4件 　　（16,595.00㎡） 10件 （16,557.00㎡）

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで。　☎（42）1239
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「愛藍人・文字」
☎０２２８-47-2141

〒989-５３６１　栗原市栗駒文字鍛冶屋１０３

　名峰栗駒山を間近に見上げる栗駒文字地区に、日本最古の藍染
技術を伝承している施設「愛藍人・文字」が、地元農家の方々に
より運営されています。
　その施設内には、地元農家のお母さんたちによる食堂が営まれ
ていて、定食、ラーメン、そば類など、地元食材を使った料理を
楽しむことができます。
　また、藍染製品の展示・販
売のほか、「文字苔っこの会」
で栽培された苔を使った苔玉
などが展示・販売されていま
す。   （取材　菅原勝宏委員）

おいしい
　お店 み～つけた!!

あいらん ど　 ・　もん じ

〈営業時間〉午前10時～午後３時
〈定 休 日〉水曜日
　　　　　　冬期（12月中旬～２月末）

レストラン〈営業時間〉午前10時～午後３時
〈定 休 日〉水曜日
　　　　　　冬期（12月中旬～２月末）

レストラン

あい らん ど もん　じ

あい そめ

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記

苔こ
け 

栽 
培 

の 

取 

り 

組 

み

文
字
苔
っ
こ
の
会
　
　
　
　
　
　
　
　 

　

会
長
　
髙
　
橋
　
　
誠
さ
ん

　

苔
と
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

キ
ッ
カ
ケ
は
、
県
職
員
の
方
か

ら
の
「
苔
栽
培
や
ん
ね
す
か
」

の
電
話
で
、
そ
れ
ま
で
苔
に
は

全
く
関
心
も
無
く
、
踏
み
つ
け

て
い
て
も
気
に
も
な
ら
な
い
存

在
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

県
の
指
導
の
下
、
３
年
間
の

栽
培
講
習
を
経
て
、
令
和
２
年

に
有
志
に
よ
る
生
産
組
織
「
文

字
苔
っ
こ
の
会
」
を
結
成
し
、

「
愛あ

い
ら
ん藍
人ど

・
文も

ん

字じ

」
の
敷
地
を

借
用
し
て
文
字
の
生
育
環
境
に

適
し
た
苔
を
探
る
試
験
栽
培
に

取
り
組
ま
れ
、
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
、
４
年
目
と
な
る
今
年

は
、
販
路

開
拓
に
向

け
た
取
り

組
み
を
始

め
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

都
市
部

で
の
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
抑
制
に

効
果
の
あ
る
屋
上
緑
化
・
壁
面

緑
化
や
最
近
人
気
の
あ
る
苔
テ

ラ
リ
ウ
ム
・
苔
玉
、
そ
し
て
、

癒い

や
し
の
空
間
作
り
の
庭
園
資

材
と
し
て
需
要
の
高
ま
っ
て
い

る
３
タ
イ
プ
の
苔
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地

を
活
用
し
、
雨
水
の
み
で
生
育

で
き
る
試
験
栽
培
に
も
取
り
掛

か
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
可
能
と

な
れ
ば
、
地
区
民
に
呼
び
掛
け

て
規
模
拡
大
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

10
月
28
日（
土
）に
は
栗
駒
山

麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
「
全
国
苔
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
in
栗
原
２
０
２
３
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
文
字
苔
っ

こ
の
会
も
参
加
し
、
取
組
み
の

紹
介
や
普
及
活
動
を
行
い
ま
す

の
で
、
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

  （
取
材 

菅
原
勝
宏 

委
員
）

　
“
沸
騰
の
夏
”
と
は
驚
く
ほ
ど
、

的
を
射
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
部
屋
を
出
た
だ
け
で
う

だ
る
暑
さ
で
身
の
置
き
所
が
な
い

日
々
が
続
き
、
恵
み
の
雨
も
慰な

ぐ
さ
み
程

度
、
畑
の
作
物
は
も
ち
ろ
ん
秋
野
菜

の
発
芽
も
お
ぼ
つ
か
な
い
と
い
う
状

況
で
し
た
。
夏
が
過
ぎ
て
も
熱
波
は

収
ま
ら
ず
こ
の
冬
を
案
じ
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
の
日
本
に
は
幸
い
に
も

四
季
が
あ
り
実
り
の
秋
到
来
で
す
。

　

食
料
も
資
材
も
全
て
が
物
価
高
騰

ど
こ
ろ
か
“
物
価
沸
騰
”
で
し
た
が
、

待
ち
に
待
っ
た
収
穫
期
で
す
。
事
故

に
気
を
付
け
て
秋
作
業
を
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
お
い
し
い
秋
の
味
覚

を
み
ん
な
で
堪た

ん

能の
う

し
ま
し
ょ
う
。

  　
　
　
　
　
（
氏
家　

勝
子
委
員
）
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